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Q. 高力ボルト挿入後、降雨時の処置は？

A.
挿入済みのボルトは、速やかに締付け途中のボルト群のボルトを締め終わるようにします。1次締
めが完了（マーキングまで）している状態で放置されたボルトについては、ねじ部への雨水の侵入
を防止し、天候の回復を待って本締めを行います。
降雨により締付けが出来ないときは、シート等を用いて継手部の水濡れ防止の処置を行なわなけ
ればなりません。
トルシア形高力ボルトは、降雨・降雪などにより水分が付着すると、トルク係数値が変化して適正
な締付け軸力が保証されない恐れがあるので、そのまま使用してはいけません。水濡れ後、乾燥
した場合も品質が変化している恐れがあり、締付け軸力は必ずしも保証されないことから、導入張
力確認試験を行い性能に支障のないことが確認できれば使用してもよいこととしています。ただし、
さびの発生しているボルトは使用できません。

グラフはトルシア形高力ボルトによるトルク係数値と導入張力－締め付けトルクの関係を示して
います。グラフから判るように、トルク係数値が変化すると導入軸力も変化します。従って、水分
の付着等トルク係数値に影響を与える事項が生じることは避けなければなりません。
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トルシア形高力ボルトの締付けボルトと導入張力の関係

Tr=k･d1･N
ここに、

Tr：締付けトルク
k  ：トルク係数値
d1：ボルトの呼び径
N ：ボルト張力
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